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時
代
を
伝
え
、
現
代
を
創
造
す
る
美
術
館

下
山
芸
術
の
森

1・lた、て金一を持勺ゆど18bは、
昭夫さん柳津文部省登山研修所長

「
登
山
に
つ
い
て
の
研
修
や
研
究
を
行
う
全
国
で
た
だ

一

…
的
な
研
究
施
設
と
し
て
は
全
国
初
の
軽
酸
素
室
を
設
置
す
る

…
つ
の
国
立
施
設
な
ん
で
す
よ
」
と
語
る
の
は
、
立
山
山
麓
に
…
予
定
。
「
室
内
の
酸
素
量
を
調
節
す
る
こ
と
?
、
立
山
か
ら

…
あ
る
文
部
省
登
山
研
修
所
長
の
柳
津
昭
夫
さ
ん
。

…
ヒ
マ
ラ
ヤ
ま
で
の
環
境
を
人
工
的
に
作
り

・
・
・
・
・

柳
津
さ
ん
は
長
野
県
の
安
曇
野
に
あ
る
池
田
町
出
身
。
も
…
だ
す
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
」
。
心
肺
機

.

.

.

.

.
 

…
と
も
と
は
松
本
市
の
高
校
教
員
で
、
趣
昧
を
生
か
し
て
登
山
…
能
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
二

0

・
・
・
・
圃

…
研
修
所
の
講
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
所
の
職
…

0
0年
と
や
ま
国
体
ヘ
向
け
て
の
ト
レ

1

.

.

.

.
 .
 

…
員
に
な
ら
な
い
か
と
熱
心
に
要
請
さ
れ
、
昭
和
四
十
八
年
に
…
ニ
ン
グ
に
も
威
力
を
発
揮
し
そ
う
で
す
。

.

.

.

.
 
.
 

…
転
職
。
以
来
、
二
十
五
年
間
富
山
住
ま
い
を
し
て
い
ま
す
。
…
さ
て
、
い
よ
い
よ
夏
山
の
シ
ー
ズ
ン
。

.

.

.

.
 
.
 

「
富
山
で
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
魚
の
お
い
し
い
と
こ
ろ
。
…
ど
の
山
も
大
勢
の
登
山
客
で
賑
わ
い
ま
す

.

.

.

.
 
.
 

…
逆
に
、
信
州
に
比
べ
て
雨
の
多
い
の
が
少
々
残
念
で
す
」
。
…
が
、
近
年
は
、
中
高
年
愛
好
者
が
七
割
を
圃
・
・
・
・

…
根
っ
か
ら
の
山
好
き
で
、
現
在
で
も
休
日
に
は
登
山
を
続
け
…
占
め
、
し
か
も
そ
れ
だ
け
事
故
件
数
が
多

圃
置
網
翻
酪

…
て
い
ま
す
。
「
名
山
と
言
わ
れ
る
山
は
全
国
に
あ
り
ま
す
が
、
…
い
と
い
い
ま
す
。
「
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
ゆ
・
園
調
醐
翻

…
私
が
好
き
な
の
は
、
や
は
り
北
ア
ル
プ
ス
。
富
山
な
ら
剣
岳
、
…
と
り
あ
る
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
大
切
で
凶
酎
悶
悶
圃

…
長
野
な
ら
後
立
山
や
穂
高
が
い
い
で
す
ね
」
。

…
す
。
ゆ
と
り
が
あ
れ
ば
、
周
囲
の
す
ば
ら
組
閣
劃
圃
圃

登
山
研
修
所
で
は
、
毎
年
起
き
る
悲
惨
な
登
山
事
故
を
防

…
し
い
風
景
や
足
元
の
可
憐
な
植
物
を
じ
っ
齢
園
・
・

…
止
す
る
た
め
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
大
学
や
社
…
く
り
眺
め
る
時
間
も
で
き
ま
す
か
ら
、
感

E
t
i
-
-

…
会
人
の
山
岳
部
の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
、
春
山
、
夏
山
、
冬
…
動
も
よ
り
広
が
り
ま
す
よ
」
。
柳
津
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
白
…

…
山
そ
れ
ぞ
れ
の
実
地
研
修
を
行
っ
て
い
る
ん
で
す
」
。
こ
れ
…
然
に
対
す
る
真
撃
な
気
持
ち
と
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
自
信
…

…
ま
で
講
師
と
し
て
参
加
し
た
全
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
イ
マ

l

…
が
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

…

…
は
、
五
百
名
を
は
る
か
に
越
え
る
と
か
。
ま
た
今
年
、
本
格
…

4
展
示
ス
ペ
ー
ス

企アトリエで創作活動を見学

企丘の上のレストラン

由

。c。附ENT5

入
善
町
に
あ
る
下
山
芸
術
の
森
発
電
所
美
術
館
は
、
大
正
十
四
年
に
建
て
ら
れ

た
旧
黒
部
川
第
二
発
電
所
を
美
術
館
と
し
て
再
生
し
た
建
物
で
、
モ
ダ
ン
な
赤
レ

ン
ガ
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。
天
井
ま
で
の
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
展
示
ス

ペ
ー
ス
に
は
発
電
用
タ
ー
ビ
ン
や
制
御
板
、
か
今
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
壁
に
は
洞

窟
み
た
い
に
大
き
な
穴
が
二
つ
:
:
:
。
「
こ
れ
は
発
電
用
タ
ー
ビ
ン
に
水
を
流
し

て
い
た
導
水
管
で
す
。
発
電
所
の
面
影
を
残
す
よ
う
配
慮
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
案
内
し
て
く
れ
た
田
中
さ
ん
。

こ
ん
な
独
特
な
雰
囲
気
が
漂
う
空
間
で
、
金
属
や
木
、
土
、
布
な
ど
を
使
っ
た
現

代
美
術
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
現
代
美
術
の
作
品
は
わ
か
り
に
く

い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
肩
ひ
じ
張
ら
ず
に
、
美
術
館
の
雰
囲
気
と
一
緒
に

風
景
を
眺
め
る
よ
う
に
接
す
れ
ば
、
き
っ
と
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
よ
」
と
田

中
さ
ん

D

最
近
は
近
所
の
方
が
農
作
業
の
合
聞
に
作
業
着
姿
で
気
軽
に
訪
れ
る
こ

と
も
多
い
そ
う
で
す
。

美
術
館
の
後
ろ
の

E
に
は
貸
ア
ト
リ
エ
が
あ
っ
て
、
芸
術
家
の
創
作
活
動
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
訪
れ
た
と
き
は
宇
奈
月
町
在
住
の
柳
原
幸
子
さ
ん
が
、
布

を
使
っ
た
ク
ロ
ス
プ
レ
イ
の
創
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
今
年
秋
に
は
、
県
外

の
芸
術
家
が
ア
ト
リ
エ
に
滞
在
し
な
が
ら
和
紙
に
よ
る
立
体
造
形
を
制
作
し
て
、

作
品
を
発
電
所
美
術
館
で
展
示
す
る
と
い
う
企
画
も
予
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
敷
地
内
に

は
レ
ン
ガ
づ
く
り
の
レ
ス

ト
ラ
ン
や
、
黒
部
川
一
扇
状

地
が
一
望
で
き
る
展
望
塔

も
あ
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
楽

し
め
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一

度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

発
電
所
美
術
館

とーやま遊学感
にざやま

下山芸術の森発電所美術館

柳津昭夫さん

特集

大連便も就航

ますます充実する富山空港

ひとアズとやま

文部省登山研修所長

2 

3 

レ
ポ
ー
タ
ー

田

優
子
さ
ん

(
富
山
国
際
大
学
)

+JR入善駅下車、タクシーで10分

薗開館時間/午前9:00-午後5:00
(入館は4:30まで)

置入場料/展覧会によって異なります。

.所在地/下新川郡入善町下山364-1
TEυFAX 0765-78-0621 

.休館日/月曜日、祝日の翌日
年末年始
展示替えの期間中。7月11日から9月10日まで開催される、抽

象彫刻家斎藤義重展の入場券を5名の

方にプレゼントします。ご希望の方は13ペ

ージをこー貫ください。

銅岳で行われたロッククライミングの研修

2 一

ピンナップとやま

写真/谷川昭夫(富山県写真家協会会員)

/若栗清子 (富山県現代詩人会会員)

トピックス

1-3 くらしのアドバイス

14 とやま音のある風景

ヒスイ海岸(朝日町)

表紙撮影 赤羽仁諭(富山県写真家協会会員)

クローズアップ

申央植物園がおもしろい

+守-一=ロ

7 

9 

11 



ますます充実する富山空港特集

大
連
便
も
就
航

ま
す
ま
す
充
実
す
る
富
山
空
港

県
や
関
係
団
体
、が
一
体
と
な
っ
て
開
設
を
は
た
ら
き
か
け
て
き
た
富
山
l
大
連
便
が
六
月

十
七
日
就
航
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
富
山
空
港
に
と
っ
て
、
ソ
ウ
ル
便
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
便
に
続
く
三
番
目
の
国
際
航

空
路
線
で
、
今
回
の
就
航
に
よ
り
富
山
と
環
日
本
海
三
カ
国
を
直
接
結
ぶ
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
月
の
特
集
で
は
、
富
山
l
大
連
便
就
航
の
意
義
や
、
中
近
距
離
国
際
空
港
と
し
て
発

を
続
け
る
富
山
空
港
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
国
各
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
充
実

大
連
周
水
子
国
際
空
港
は
、
北
京
、
渚
陽
、

長
春
、
上
海
、
西
安
な
ど
中
国
の
国
内
外

四
十
七
都
市
と
結
ぼ
れ
た
空
の
拠
点
。
富

山
l
大
連
便
は
、
中
国
全
土
を
ぐ
っ
と
身

近
に
し
て
く
れ
ま
す
。
富
山
を
午
後

一
時

三
十
分
に
出
発
す
れ
ば
大
連
着
が
午
後
二

北京、漬陽、天津、

長春、ハルビン、上海、

西安、成都、重塵、

アモイ、桂林、広州、毘問、

深刻11、南京、ウルムチ、

香港など

中華人民共和国

時
四
十
分
(
現
地
時
間
。
以
下
同
じ
)
。

こ
こ
で
中
国
の
国
内
線
に
乗
り
継
げ
ば
、

遼
寧
省
の
省
都
港
陽
に
は
午
後
五
時
二

十
分
着
。
上
海
へ
も
午
後
六
時
二
十
五
分

に
到
着
。
こ
の
ほ
か
北
京
や
ハ
ル
ビ
ン
な
ど
、

多
く
の
都
市
に
も
そ
の
日
の
う
ち
に
到
着

で
き
ま
す
。

(注
)

m

m

上
半
期
時
刻
表
を
参
照

強
ま
る
き
ず
な

大
連
は
富
山
県
と
友
好
県
省
の
関
係

に
あ
る
遼
寧
省
の
玄
関
口
で
も
あ
り
ま
す
。

富
山
県
と
遼
寧
省
は
、
こ
れ
ま
で
十
四

年
に
わ
た
っ
て
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
交
流
の
主
体
も
行
政
だ
け
で

な
く
、
民
間
レ
ベ
ル
、
住
民
レ
ベ
ル
へ
と
広
が

り
を
見
せ
、
交
流
の
中
身
も
い
わ
ゆ
る
友

好
親
善
か
ら
、
実
質
的
な
も
の
へ
と
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
経
済
面
に
お
い
て
も
、
大

連
や
渚
陽
に
進
出
し
て
い
る
県
内
企
業
は

Y
K
Kを
は
じ
め
、
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

富
山
l
大
連
便
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
け
る
交
流
を

一
層
活
発
に
し
、
富
山

県
と
遼
寧
省
と
の
き
ず
な
を
さ
ら
に
強
固

な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

-
富
山
1

大
連
便
就
航

中
国
東
北
地
方
の

拠
点
都
市
、
大
連

展

大
連
市
は
人
口
約
五
百
四
十
万
人
。
中

国
東
北
地
方
に
お
け
る
金
融
・
経
済
・
観
光
・

情
報
の
拠
点
で
、
経
済
発
展
著
し
い
中
国

の
中
に
あ
っ
て
も
、
特
に
め
ざ
ま
し
い
発
展

を
続
け
て
お
り
、

「北
方
の
香
港
」
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
口
経
済
技
術
開
発
区
が
あ
る

こ
と
か
ら
外
国
資
本
の
進
出
拠
点
に
も
な

っ
て
お
り
、
日
本
か
ら
の
進
出
企
業
も
二
千

社
に
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
遼
東
半
島
の
南
端
に
位
置
す
る

美
し
い
港
町
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
北
方
の
真

珠
」
と
も
い
わ
れ
、
ア
カ
シ
ア
並
木
や
西
洋

風
の
建
物
が
醸
し
出
す
独
特
の
雰
囲
気
は

訪
れ
る
人
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
毎

年
五
月
に
行
わ
れ
る
ア
カ
シ
ア
祭
り
や
八

月
の
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
祭
り
に
は
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

環
日
本
海
交
流
ル
l
ト
の
形
成

富
山
県
は
、
地
理
的
に
中
国
東
北
地
方
、

朝
鮮
半
島
、
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
を
結
ぶ
一扇
の

要
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

世
界
最
大
の
人
口
を
有
す
る
中
国
。
世

界
屈
指
の
資
源
国
ロ
シ
ア
。
そ
し
て
世
界
有

数
の
技
術
力
を
誇
る
日
本
と
韓
国
。二
十一

世
紀
に
は
本
格
的
な
「
環
日
本
海
時
代
」

が
到
来
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
対
岸
三
カ
国
の
主
要
都
市
と
直

通
の
航
空
路
線
で
結
、ば
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

富
山
県
は
環
日
本
海
時
代
に
お
け
る
交
流
・

協
力
の
中
核
拠
点
と
し
て
、
新
た
な
飛
躍

と
発
展
の
と
き
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。

....北方の真珠、大連の中心街

- 3 一

企異国情緒あふれる懐かしい街 (旅順駅)

富山ー大連便の概要

運航便数/毎週2便(水曜、土曜)

ダイヤ/大連発9:30→富山着12:30

富山発13:30→大連着14:40

※時刻はいずれも現地時間

運航機材/MD82(145席内訳:エコノミー133席ファース卜12席)

運航会社/中国北方航空公司

運 賃/エコノミー片道 70.200円 往 復 125，000円

ファース卜片道 122，600円往復 213，400円

問合せ/中国北方航空公司富山支庖

富山市奥田新町81(ボルフアートとやま内)

TEL0764 (43) 3895 

- 4 -

。
富
山
を
拠
点
に
進
む
環
日
本
海
の
環
境
協
力

....大連YKKジ‘yパ一社

昨
年

一
月
に
起
き
た
ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー
重

油
流
出
事
故
を
契
機
と
し
て
、
日
本
海
の

環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
県
で
は
昨
年
、
環
日
本

海
地
域
の
環
境
保
全
等
の
推
進
拠
点
と
し

て
環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
を
設
立

す
る
と
と
も
に
、
環
日
本
海
環
境
自
治
体

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
十
月
に
は
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、

ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
の
自
治
体
が
参
加
す
る

北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
会
議
"
が

富
山
県
で
開
催
さ
れ
、
環
境
協
力
を
は
じ
め
、

経
済
交
流
、
学
術
文
化
交
流
な
ど
が
主
要

な
議
題
と
し
て
協
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

企昨年7月に富山で開催された環日本海環境自治体サミット



ますます充実する富山空港特集

-
発
展
を
続
け
る
富
山
空
港

神
通
川
の
河
川
敷
を
利
用
し
て
昭
和
三

十
八
年
に
開
港
し
た
富
山
空
港
は
、
昭
和

五
十
九
年
に
ジ
ェ
ッ
ト
化
さ
れ
て
以
来
、
航

空
路
線
も
充
実
し
、
利
便
性
が
飛
躍
的
に

高
ま
り
ま
し
た

D

ジ
ェ
ッ
ト
化
当
初
は
東
京

便
だ
け
だ
っ
た
航
空
路
線
は
現
在
、
国
内

線
で
は
東
京
便
、
名
古
屋
便
、
札
幌
便
、
福

岡
便
、
関
西
便
、
函
館
便
、
長
崎
便
(
函
館

便
と
長
崎
便
は
季
節
運
航
)
が
、
国
際
便
で

は
ソ
ウ
ル
便
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
便
、
大
連
便

が
就
航
し
、
中
近
距
離
国
際
空
港
と
し
て

着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
利
用
者

も
昭
和
五
十
九
年
の
約
四
十
万
人
か
ら
、

平
成
九
年
度
に
は
約
三
倍
の
約
百
十
三
万

人
に
達
し
、
県
民

一
人
が
年

一
回
以
上
、

富
山
空
港
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

富山空港のあゆみ

ジェッ卜空港開港

名古屋便就航 (1日2往復)

札幌便就航 (1日1往復)

東京便1日4往復

東京便1日5往復

東京便1日6往復

開港
日召手口

38年 8月

59年 3月

60年 4月
平成

元年 7月

3年 4月

6月

環
日
本
海
交
流
の
拠
点
空
港

ソ
ウ
ル
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
大
連
と
い
う

対
岸
諸
国
の
主
要
都
市
と
航
空
路
線
で

結
ぼ
れ
た
富
山
空
港
は
、
県
内
は
も
と
よ

り
北
陸
全
域
、
飛
騨
高
山
、
上
越
、
そ
し
て

昨
年
末
に
安
一屑
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
長

野
県
か
ら
も
利
用
客
が
見
込
ま
れ
、
ま
さ
に
、

「
人
」
「
も
の
」
「
情
報
」
が
行
き
交
う
、
環

日
本
海
交
流
の
拠
点
空
港
と
し
て
の
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
で
は
、
引
き
続
き
、
富
山
空
港
の
機
能

や
路
線
の
拡
充
に
努
め
、
新
た
な
航
空
需

要
に
応
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
利
便
性
の
向
上
と
P
R
の
推
進

(
1
)
国
内
線
で
は
、
県
民
の
要
望
が
強
い

沖
縄
(
那
覇
)
便
の
路
線
開
設
を
め
ざ

し
ま
す
。

@富山空港の年度別利用者数(ジ‘エツト化後)
(万人)

ソウル便就航(週3往復)

ウラジオストク便就航(週1往復)

長崎便就航 (季節便)

ウラジオストク便週2往復

福岡便就航 (1日1往復)

関西便就航 (1日1往復)

東京便夜間駐機実施

函館便就航 (季節便)

ソウル便週4往復

5年 4月

6年 4月

7月

11月

7年 4月

8年 7月

10月

10年 3月

(
2
)
国
際
線
で
は
、
経
済
界
で
期
待
さ
れ

て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
便
の
路
線
開
設
を

め
ざ
し
ま
す
。

(
3
)
富
山
空
港
を
発
展
さ
せ
る
会
や
県

内
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
航
空
会
社
な
ど

と
協
力
し
て
、
金
沢
市
、高
山
市
、
上
越

市
な
ど
の
隣
県
地
域
で
エ
ア
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
を
実
施
し、
富
山
空
港
の
利
便
性

を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

企昨年、高山市で開催されたエアポートセールス会場風景

-
空
港
拡
充
整
備
計
画
の
推
進
等

(
1
)
新
規
路
線
開
設
や
利
用
圏
の
拡
大

な
ど
に
よ
り
、

二
O
一
O
年
の
年
関
空

港
利
用
者
は
一八
0
1
一九

O
万
人
に
達

す
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

対
応
で
き
る
よ
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
等

の
拡
充
整
備
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

(
2
)
大
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
B
7
7
7
(ト
リ
プ
ル

セ
ブ
ン
)
に
対
応
で
き
る
エ
プ
ロ
ン
の
整
備

計
画
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

(
3
)
ど
p
I
D
(
航
空
機
位
置
情
報
表
示

装
置
)
を
地
方
空
港
と
し
て
は
全
国
に

先
駆
け
て
設
置
す
る
な
ど
、
運
航
の
安

全
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

※
A
P
I
D
(
エ
ア
ク
ラ
フ
ト
・ポ
ジ
シ
ョ
ン
・イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
・デ
ィ
ス
プ
レ
イ
)

空
港
を
中
心
に
半
径
三
十
海
里
(
五
十
六
回
)

の
範
囲
に
わ
た
っ
て
航
空
機
の
位
置
を
把
握
で
き

る
航
空
機
位
置
情
報
表
示
装
置
。

ご
れ
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
運
航
の
安
全
性
が
飛

躍
的
に
向
上
し
ま
す
。

問
合
せ
/
県
庁
航
空
対
策
室

m
0
7
6
4
(
4
4
)
3
4
6
3
 

大連便就航(週2往復)6月

9年

....環日本海交流の拠点空港として発展する富山空港

7年 8年6年4年 5年0-59年 60年 61年 62年 63年平成元年 2年 3年

- 5 一

ぃ

S
EE

-
M

未
来
を
展
望
し
¥
着
実
に
発
展
を
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進
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Aaa--
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‘‘、圃・・・・・・・
・・・

-
Z
E

中
園
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
の
す
べ
て
と
航
空
路
線
で
結
ぼ
れ

い

.

て
い
る
空
港
は
現
在
、
富
山
空
港
と
新
潟
空
港
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
東

一

.

京
の
人
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
へ
行
く
場
合
は
必
ず
富
山
か
新
潟
を
経

.

ぃ
?

由
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
大
連
へ
行
く
場
合
も
、
富
山
!
大
連
便

一
• 

い
t

，
J

が
運
航
さ
れ
る
水
・
土
曜
日
に
は
成
田

l
大
連
便
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

・

…

羽
田
富
山
経
由
と
い
う
方
法
が
選
択
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
す
。
環
日

一

.

本
海
交
流
の
中
核
拠
点
と
し
て
富
山
空
港
が
担
う
役
割
は
大
き
い
の

い

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い

R

富
山
空
港
の
未
来
を
考
え
る
と
き
に
大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に

-

航
空
貨
物
を
重
視
す
る
こ
と
。
中
国
へ
進
出
し
て
い
る
県
内
企
業
の
中

い

い

に
は
、製
品
を
北
京
経
由
の
航
空
貨
物
で
日
本
へ
輸
送
し
て
い
る
と
こ

い

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
富
山
|
大
連
便
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

…

E
れ
ば
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
、
経
済
効
果
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
な

…

.

り
ま
す
。
ま
た
、
航
空
路
線
を
維
持
発
展
さ
せ
て
い
く
う
え
で
も
、
航
空

一

貨
物
の
取
扱
い
を
増
や
す
こ
と
が
有
効
で
す
。

い

第
二
に
、
空
港
整
備
と
地
域
づ
く
り
を
し
っ
か
り
結
び
つ
け
て
い
く

い

い
'
E

こ
と
。空
港
を
単
な
る
飛
行
機
の
離
発
着
場
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で

い

.

は
な
く
、
地
域
づ
く
り
の
核
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
視
点
が

い

い

大
切
で
す
。
例
え
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
能
を
集
積
し
て
、

・

い

富
山
を
環
日
本
海
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
に
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

い

.
W
ま
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
国
際
航
空
路
線
の
存

一

.

在
は
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
首
都
圏
で
定
期

一

.

的
に
エ
ア
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
実
施
す
る
な
ど
、
根
気
よ
く

P
R
を
続

.

.

け
れ
ば
、
富
山
空
港
の
発
展
と
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
両
方
に

.

υ
FJ
つ
な
が
っ
て
、
一
石
二
鳥
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

一
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申
央
植
物
園
、
か
お
も
し
ろ

富
山
県
中
央
植
物
園
で
は
、
皆
さ
ん
に
植
物
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
度
の
休
日
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
日
曜
植
物
案
内

植
物
園
の
職
員
が
毎
回
の
テ
l
マ
に

あ
わ
せ
て
圏
内
を
案
内
し
、
植
物
を
解
説

し
ま
す
口

日
時
原
則
と
し
て
毎
月
第
一
日
曜
の

午
前
十

一
時
i
十
二
時

七
月
五
日
の
テ
l
マ
:
・
初
夏
の
植
物

八
月
二
日
の
テ
l
マ
:
・
染
め
の
植
物

費
用
入
園
料
が
必
要

申
込
当
日
受
付

-
夜
の
熱
帯
植
物
観
察
会

夜
だ
け
花
が
開
く
サ
ガ
リ
パ
ナ
や
、
夜
に

は
葉
を
閉
じ
る
ア
メ
リ
カ
ネ
ム
ノ
キ
な
ど
、

昼
間
と
は
異
な
る
植
物
の
様
子
を
観
察
で

き
ま
す
。

日
時
八
月
八
日
(
土
)
、
九
日
(
日
)

午
後
七
時
j
九
時

大
人
三
O
O
円

子

供

一
五
O
円

※
夜
間
開
園
特
別
料
金

当
日
受
付

費
用

申
込

-
親
子
オ
リ
工
ン
テ
l
リ
ン
グ

広
大
な
屋
外
展
示
園
を
散
策
し
な
が
ら
、

各
ポ
イ
ン
ト
に
設
置
さ
れ
た
植
物
に
関
す

る
問
題
に
解
答
し
て
い
く
、
ウ
ォ
l
ク
ラ
リ

ー
形
式
の
楽
し
い
催
し
。
上
位
者
に
は
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

日

時

七

月

十
二
日
、
八
月
九
日
、
九
月
十

三
日
、
十
月
十

一
日

午
後

一
時
l
三
時
(
雨
天
決
行
)

入
園
料
が
必
要

当
日
受
付
(
先
着
三
十
組
)

申費
込用-

T
O
Y
A
M
A
植
物
フ
ォ
ー
ラ
ム

植
物
や
植
物
園
を
テ
l
マ
に
し
た
講
演

と
討
論
会
。
今
年
の
テ
l
マ
は
「
植
物
園
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
で
す
。

日
時
十
一
月
十
五
日
(
日
)

午
後

一
時
i
四
時

※
参
加
無
料

当
日
受
付

申
込

親
子
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
、
ク
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

-
夏
休
み
植
物
教
室

植
物
標
本
の
作
り
方
や
顕
微
鏡
を
使
っ

た
観
察
な
ど
、
植
物
観
察
に
つ
い
て
の
実
習

教
室
で
す
。

日
時

〈小
学
生
向
け
〉

七
月
二
十
七
日
(月
)
j
二
十
九
日
(
水
)

午
前
十
時
j
午
後
四
時

〈中
学
生
向
け
〉

八
月
三
日
(
月
)
i
五
日
(
水
)

午
前
十
時
j
午
後
四
時

五
O
O円
(
保
険
料
な
ど
)

往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
(
先
着
順
)

申費
込用

こ
の
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な
催
し
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
植
物
学
講
座
「
藻
類
研
究
法
」

月
日
七
月
十

一
日
(
土
)
j
十
二
日
(
日
)

※
二
日
間
連
続

入
園
料
が
必
要

費
用

-
植
物
染
め
講
習
会

テ
ー
マ
藍
染
め

日

時

七

月
二
十
五
日
(
土
)
、
二
十
六
日
(
日
)

午
前
十
時
j
午
後
四
時

※
各
日
と
も
同
内
容

一
0
0
0円
(
材
料
費
)

費
用

-
植
物
画
講
習
会

日
時
九
月
一一
十
六
日
(
土
)
l二
十
七
日
(
日
)

※
二
日
間
連
続

五
O
O円
(
画
材
料
)

費
用

-
親
子
植
物
教
室

「
ど
ん
ぐ
り
で
遊
ぼ
う
」

日
時
十
月
十
八
日
(
日
)

午
前
九
時
i
午
後
四
時

※
参
加
無
料

この日のトップ賞は、取材に協力い

ただいた栄山さん親子。記念にアガ

パンサス (ユリのなかま)の鉢が贈ら

れました。ゃったね|

(取材日 五月十七日〉

採点、よろしくお願し、します。

ご
存
知
で
す
か

富
山
県
植
物
公
圏
構
想

県
で
は
今
、
県
と
市
町
村
が
協
力

し
て
特
色
あ
る
専
門
植
物
園
を
整

備
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
す
る
こ
と
で
、

一
つ
の
総
合
的
な

植
物
公
園
を
形
成
し
よ
う
と
い
う

「
富
山
県
植
物
公
園
構
想
」
を
進

め
て
い
ま
す
。

中
央
植
物
園
は
そ
の
中
核
と
な

る
植
物
園
で
、
国
内
外
の
野
生
植
物

な
ど
約
五
千
種
類
を
収
集
し
て
い

る
ほ
か
、
植
物
に
関
す
る
調
査
・
研

究
な
ど
も
行
う
、
日
本
海
側
で
初
め

て
の
総
合
的
な
植
物
園
な
の
で
す
。

県民公園頼成の森水生植物園

-
一
目
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
る

申
央
植
物
園

熱
帯
植
物
や
ラ
ン
な
ど
を
集
め

た
温
室
と
、
ゴ
マ
ク
サ
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
な
ど
が
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
る

高
山
植
物
室
は
皆
さ
ん
に
必
ず
訪

れ
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト
。

で
も
中
央
植
物
園
の
見
ど
こ
ろ

は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
間
が
あ
れ
ば
屋
外
展
示
園
を

散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
広
大
な
圏

内
に
は
国
内
外
の
植
物
が
季
節
の

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
歩
き
疲
れ
た
ら

池
の
ほ
と
り
の
芝
生
に
寝
転
ぶ
も

よ
し
。
き
っ
と
充
実
し
た
休
日
を
過

ご
せ
ま
す
よ
。

一-1 

問
合
せ

干
9
3
9
1
2
7
1
3

か
み
く
つ
わ
だ

婦
中
町
上
轡
田
4
2

富
山
県
中
央
植
物
園

2
0
7
6
4
(邸
)
中
し
い

3
ゎ

開
園
時
間

午
前
9
時
i
午
後
5
時

休
園
日

木
曜
日
(
祝
日
除
く
)

祝
日
の
翌
日
(
土
、
目
、
祝
日
除
く
)

年
末
年
始

入
園
料

大
人

6
0
0円

小
・
中
学
生

3
0
0
円



ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス
ト
め
ざ
し
て

富
山
県
自
然
保
護
請
座
は
じ
ま
る

自
然
公
園
な
ど
で
、
自
然
の
し
く
み

や
自
然
保
護
の
大
切
さ
に
つ
い
て
解
説
す
る

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
を
養
成
す
る
た
め
の
富
山

県
自
然
保
護
講
座
が
は
じ
ま
り
、
五
月
二

十
六
日
、
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
は
、
昭
和
四
十
九
年
に

富
山
県
が
地
方
自
治
体
と
し
て
初
め
て
制

度
化
し
た
も
の
で
、
立
山
の
室
堂
・
弥
陀
ヶ
原
、

ね
い
の
里
、
頼
成
の
森
、
称
名
滝
周
辺
、
有

峰
な
ど
、
様
々
な
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
以
来
二
年
ぶ
り
と
な
る
今
回

の
講
座
に
は
定
員
を
大
き
く
上
回
る
百
二

名
の
応
募
が
あ
り
、
開
講
式
に
は
、
課
題
レ

ポ
ー
ト
の
審
査
で
選
、ば
れ
た
、
二
十
四
歳
か

ら
六
十
九
歳
ま
で
の
受
講
者
六
十
三
名
が

出
席
。
引
き
続
い
て
開
か
れ
た
第

一
回
講

座
で
は
、
富
山
県
の
自
然
保
護
行
政
に
つ
い

て
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

受
講
者
は
今
後
、
十
月
下
旬
ま
で
概
ね

週

一
回
行
わ
れ
る
講
義
や
、
立
山
な
ど
で

の
現
地
研
修
を
通
じ
て
、
自
然
保
護
に
つ
い

て
の
基
本
理
念
や
動
植
物
な
ど
の
知
識
、

登
山
や
解
説
方
法
の
技
術
な
ど
を
学
び、

来
年
春
か
ら
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

名
水
の
里
で

『
水
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

&開会式であいさっする中沖知事

地
域
住
民
参
加
の
水
環
境
哨
つ
く
り
を
テ

ー
マ
に
し
た
、
水
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
鉛

富
山

大
会
が
六
月
十

一
日
、
黒
部
市
国
際
文
化

セ
ン
タ
ー
「
コ
ラ
l
レ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
中
沖
知
事
は
、

「富
山

県
は
わ
が
国
屈
指
の
『
水
と
緑
の
県
』
。
こ
の

自
然
環
境
を
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
、
幸
田
シ
ャ
l
ミ
ン
さ
ん
の
記
念
講
演

な
ど
に
引
き
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
「
身
近
で
分
か
り
ゃ
す
い
活
動 6/11 

5/26 
が
環
境
保
全
へ
の
住
民
参
加
に
つ
な
が
る
」

な
ど
の
意
見
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
七
百

名
の
聴
衆
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

県
で
は
現
在
、
「
と
や
ま
二
十

一
世
紀
水

ビ
ジ
ョ
ン
」
や
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
計
画
」

を
策
定
し
て
水
環
境
の
保
全
な
ど
に
努
め

て
い
ま
す
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
契
機
と

し
て
、
水
環
境
に
関
す
る
県
民
の
意
識
が

一
層
高
ま
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
水
環
境

保
全
活
動
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

黒
部
ル

l
卜
見
学
会

後
期
分
の
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

黒
部
峡
谷
鉄
道
の
終
点
、
棒
平
か
ら

上
流
の
黒
部
ダ
ム
ま
で
を
結
ぶ
黒
部
ル
ー

ト
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
旧
日
本

電
力
(
株
)
と
関
西
電
力
(
株
)
が
社
運
を

か
け
て
建
設
し
た
工
事
用
の
ル
l
ト
で
、

普
段
は
非
公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
九
月
以
降
に
実
施
す
る
見
学

会
の
申
込
を
受
付
中
で
す
。

吉
村
昭
の
小
説
「
高
熱
隠
道
」
で
も

知
ら
れ
る
黒
部
ル
l
ト
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

砂
仙
人
《
ロ
鉄
橋
か
ら
見
た

黒
部
峡
《
ロ

E 覇軍|

11/ 4(水)

11/ 5(木)

11/11 (水)

11/12(木)

11/18(水)

11/19(木)

11/25(水)

11/26(木)

(後期分)

7/16(木)

7/23 (木)

7/30(木)

8/ 6(木)

8/13(木)

8/27(木)

9/ 3(木)

9/10(木)

9110(木

実施日及び締切日

9/ 3(木)

9/10(木)

9/17(木)

9/24(木)

10/ 1 (木)

10パ5(木)

10/22(木)

10/28(水)

10/29(木)

-
対
象
者

小
学
校
五
年
生
以
上
の
健
康
な
方

(
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
)

※

一
人

一
年
度
に

一
回
限
り
と
し
、
複

数
回
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

-
見
学
コ
ー
ス

樺
平
出
発
コ
l
ス

棒
平
午
前
九
時
二
十
分
集
合

黒
部
ダ
ム
午
後
零
時
四
十
分
頃
解
散

黒
部
ダ
ム
出
発
コ
I
ス

黒
部
ダ
ム
午
前
十
時
四
十
五
分
集
合

樺
平
午
後
二
時
十
分
頃
解
散

-
定
員

両
コ
l
ス
と
も

一
回
に
つ
き
三
十
人
(
抽
選
)

-
申
込
方
法

県
庁
正
面
窓
口
、
県
総
合
庁
舎
、
市

町
村
役
場
な
ど
で
配
布
す
る
応
募
要

領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

郵
送
希
望
の
場
合
は
、
八
十
円
切
手

を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の

う
え
左
記
ま
で
。

一T
9
3
0
'
8
6
9
1

富
山
中
央
郵
便
局
私
書
箱
印
号

黒
部
ル
l
ト
見
学
公
募
委
員
会
事
務
局

8
0
7
6
4
{
必

)
8
2
6
3

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
G

Z
G一
¥
¥
者
巧
者
・
目
)
門
広

-Z〕
三
回
目
白

-Z¥田
ゅ
の
立
。
ロ
ω
¥

HCHN¥-22σ
。
¥
吉
弘
巾
凶
・
宮
E

d

司
裏
か
ら
見
た
銅
岳

黒部夕、ム

jヂでトー至富山
:ンネJレLQ2km 、〆立山黒部
L専用八人) T アルペンルート

上部専用鉄道 黒部川
6.5km 第四発電所
(パッテリートロッコ)

機平

ルート概略図

宇奈月

桂
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

d
4
4
 

4

，i
 

/
/
 

月

d

上
平
村
に
あ
る
桂
湖
の
ほ
と
り
で
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
た
桂
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
が
こ
の
ほ
ど
完
成
。
七
月
十
四
日
か
ら
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

桂
湖
は
、
境
川
ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て
で

き
た
県
内
三
番
目
の
大
き
さ
を
持
つ
湖
。

県
と
上
平
村
で
は
、
桂
湖
周
辺
を
余
暇
を

楽
し
む
空
間
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
コ
テ
l
ジ
な
ど

の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
オ
ー
プ
ン
す
る
、ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
れ
ら
野
外
活
動
施
設
の
中
心
的
役
割

を
担
う
も
の
で
、
桂
湖
周
辺
の
自
然
や
歴

史
を
紹
介
す
る
展
示
室
、
大
型
圭
亥
l
が

設
置
さ
れ
た
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
l
ム
な
ど
が
あ
り
、

利
用
者
に
桂
湖
周
辺
の
恵
ま
れ
た
自
然
に

ふ
れ
あ
う
た
め
の
情
報
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
桂
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
3
(
U
)
3
1
2
0
 

企熱心に講義を聴く受講者
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イ
ン
ク
ラ
イ
ン

発
電
機
器
も
輸
送

で
き
る
巨
大
な
地
下

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
。

上
部
専
用
鉄
道

高
熱
隠
道
を
通
る

バ
ッ
テ
リ
ー
ト
ロ

ッ
コ
。

黒
部
ト
ン
ネ
ル

迷
路
の
よ
う
な
ト

ン
ネ
ル
を
電
気
パ

ス
で
走
る
。

途
中
、
横
坑
か
ら

外
に
出
れ
ば
、
珍

し
い
、
裏
か
ら
の

銅
岳
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

黒
部
川
第
四
発
電
所

地
下
に
つ
く
ら
れ

た
巨
大
な
発
電
所
。



ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

手
続
き
は
?

-
巾
ι圃
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
の
で
す
が
、

，wu・
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

.

.

.

.
 
ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
訪
問
販
売
取
引
や
電

'
A
話
勧
誘
販
売
取
引
、
連
鎖
販
売
取
引
な
ど
に
よ

'
E
E
E
り
締
結
し
た
契
約
を
一定
の
期
間
内
(
訪
問
販
売

取
引
や
電
話
勧
誘
販
売
取
引
の
場
合
は
ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
に

つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
八
日
間
、

連
鎖
販
売
取
引
の
場
合
は
同
二
十
日
間
)
に
限
り
、
消
費
者

か
ら
一方
的
に
解
除
で
き
る
権
利
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
手
続

き
と
し
て
は
業
者
ヘ
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

代
金
が
高
額
な
場
合
や
支
払
ず
み
代
金
の
返
却
を
求
め

る
場
合
、
業
者
が
悪
質
な
場
合
な
ど
、
慎
重
を
要
す
る
と
き

は
内
容
証
明
郵
便
で
送
付
す
る
の
が
確
実
で
す
。

代
金
が
小
額
な
場
合
や
支
払
前
の
場
合
は
簡
易
書
留
扱
い

に
し
た
ハ
ガ
キ
で
通
知
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
は
ハ
ガ

キ
の
両
面
の
コ
ピ
ー
な
ど
証
拠
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
賢
明
で
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
通
知
の
記
載
例
は
次
の
と
お
り
で
す

か
ら
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
書

一、
私
は
貴
社
と
締
結
し
た
左
の
契
約
を
解
除
し
ま
す
。

契
約
年
同
日
平
成

O
年

O
同

O
日

商

品

名

0
0
0
0
0
0
0

一
、
私
が
支
払
っ
た
代
金
O
O円
を
至
急
返
金
し
て
く

だ
さ
い
。

一
、
私
が
受
け
取
っ
た
商
品
を
貴
社
の
費
用
で
お
引
き

取
り
く
だ
さ
い
。

平
成

O
年

O
月

O
日

富
山
県
富
山
市
新
総
曲
輪
1
l
7

立
山

太
郎

富
山
県
富
山
市

O
O町
O
O番
地

株
式
会
社

0
0
0
0
御
中

-
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

合

0
7
6
4
1
3
2
1
9
2
3
3
〈
一
般
相
談
〉

8
0
7
6
4
1
3
2
1
3
2
5
2
〈
金
融
相
談
〉

・
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
高
岡
支
所

8
0
7
6
6
1
2
5
1
2
7
7
7
 

-
中
央
植
物
園
親
子
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ

の
取
材
。
家
族
サ
ー
ビ
ス
を
兼
ね
て
一
家
で

参
加
し
て
み
た
。

二
歳
に
な
る
長
男
は
、

い

つ
も
は
自
分
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
父
親
が
、
よ
そ
の
家
族

ば
か
り
撮
影
し
て
い
る
の
で
困
惑
気
味
。
最
初
は
お
と
な

し
く
見
て
い
た
が

、
そ
の
う
ち
ガ
マ
ン
で
き
な
く
な
り
、

カ
メ
ラ
の
前
を
走
り
回
っ
J

て
は
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
十
ペ
ー
ジ
に
は
我
が
息
子

が
写
っ
て
い
る
写
真
が
一
枚
あ
り
ま
す
。
ど
れ
だ
か
わ

か
り
ま
す
か

?
(
Y
)

.

ヒ
ス
イ
海
岸
で
の
ヒ
ス
イ
原
石
の
見
分
け
方
。
ま
ず
、

波
う
ち
際
で
濡
れ
て
い
る
も
の
に
注
目
。
次
に
五
百
円
玉

く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
太
陽
に
か
ざ
す
と
透
き
通
る
も
の

を
チ
ェ
ッ
ク
j
さ
ら
に
、
白
っ
ぽ
い
も
の
、
円
形
や
球
形

で
な
い
も
の
が
狙
い
目
。
休
日
に
は
こ
れ
ら
の
項
目
を
頭

に
い
れ
て
宝
探
し
に
臨
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

(
I
)

とやま選挙感で紹介したf下山芸術の森 発
電所鍵術館jの入場券とPINUP TOYAMAの
写翼(ワイド六ツ切)をそれぞれ5名の方に
プレゼントします。官製ハガキに下配のとお
り鹿嶋してお申し込みください。 7月31日消
印有効ですo

日間
凶回国岡山岡凶閣凶

富
山
県
庁
広
報
課

県
広
報
と
や
ま

7
月
号

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
あ
て

- 13一

口

A

マ
「
県
広
報
と
や
ま
」
は
原
則
と
し
て
毎
月
一
日
に
発
行
し
、
県
庁

正
面
窓
口
、
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
(
県
民
会
館
一
階
)
、
県
税
事
務

所
、
市
町
村
役
場
窓
口
な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
定
期
購
読
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
購
読
期
間

(O
月
号

1
0
月
号
)
を
明
記
し
、
郵

送
料
と
し
て
一
六

O
円
切
手
を
必
要
枚
数
二
月
あ
た
り
一
枚
)
同

封
の
う
え
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

干

9
3
0
1
8
5
0
1
(
住
所
記
載
不
要
)
富
山
県
庁
広
報
課

今
日
も
な
お
、
ヒ
ス
イ
に
魅
か
れ

て
訪
れ
る
人
は
後
を
断
た
な
い
。

実
際
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
は
少
な
い
、が
、
そ
れ
で
も
渚
を
包

む
波
音
が
訪
れ
る
人
々
の
心
を
和

ま
せ
、
幸
せ
な
気
分
に
し
て
く
れ
る

希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
名

氏

名

年

齢

郵

便

番

号

住

所

電
話
膏
号

本
誌
の
入
手
方
法

本
誌
に
つ
い
て
の
感
想

ヒ
ス
イ
の
原
石
が
あ
る
こ
と
で
有
名
な
宮
崎
・
境
海
岸
、
通
称
「
ヒ
ス
イ
海
岸
」
。

こ
こ
は
、
日
本
の
渚
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
風
光
明
娼
な
浜
辺
で
あ
る
。

J
R
越
中
宮
崎
駅
で
電
車
を
降
り
て
歩
き
出

よ
金
X
U
L
1
i

す
と
間
も
な
く
、
藍
や
緑
、
白
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

右
初
主
カ

1
1
-

色
の
丸
石
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
渚
が
目
に
飛
び

む
sヒ
ス
イ
海
岸
(
朝
日
町

)
3
込
ん
で
く
る
o

丸
石
は
、
波
際
ヘ
行
く
ほ
ど
小
さ
く
、

海
岸
全
体
、が
年
輪
の
よ
-
つ
な
層
に
な
っ
て
見
・
え
る
。

透
き
通
っ
た
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
か
ら
は
穏
や
か
に
波
が
打
ち
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
波
音
は
、
小
石
の
ぶ
つ
か
り
あ
う
音
と
混
ざ
っ
て
、
砂
浜
と
は
違
っ
た
も
の
に
な

っ
て
聞
こ
え
て
く
る
。
な
か
で
も
圧
巻
な
の
は
、
波
が
ひ
く
と
き
。
小
石
が
波
と
一
緒

に
転
が
り
、
渚
全
体
に
「
力
ラ
カ
ラ
カ
ラ
・
:
」
と
い
う
爽
や
か
な
音
が
奏
で
ら
れ
る
の
だ
。

と
こ
ろ
で
ヒ
ス
イ
海
岸
の
ヒ
ス
イ
は
、
古
代
か
ら
珍
重
さ
れ
、
縄
文
時
代
早
期
に

は
「
訣
状
耳
飾
」
と
い
う
装
身
具
に
用
い
ら
れ
た
ほ
か
、
古
墳
時
代
に
は
、
優
美
な

曲
線
の
勾
玉
と
な
り
、
大
和
や
出
雲
に
運
ば
れ
て
各
地
の
権
力
者
の
身
を
飾
っ
た
。

ま
た
、
海
を
渡
っ
て
朝
鮮
半
島
に
運

ば
れ
、
百
済
の
武
寧
王
陵
に
も
埋

葬
さ
れ
た
と
も
い
-
っ
。

に
違
い
な
い
。
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立山荘日本最高所の国民宿舎
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さ
を
さ
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「
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日
0
て

ω
ヨ
ω・
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¥
印
刷

側
チ
ユ
|
工
ツ

弥
陀
ヶ
原
に
あ
る
県
営
の
国
民
宿
舎
立
山
荘
が
、

増
改
築
を
終
え
、
八
月

一
日
か
ら
営
業
を
再
開

し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ニ

I
ズ
に
お
応
え
し
、
宿
泊
室
を

個
室
化
(
定
員
二
j
六
名
)
し
た
ほ
か
、
食
事
も

「
高
志
会
館
」
の
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
と
の
提
携
で

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
。
ま
た
、
公
営
国
民
宿
舎
で
初
め

て
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
に
よ
る
無
料
の
自
然
解
説
や

星
空
観
察
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
と

滞
在
し
な
が
ら
立
山
の
魅
力
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

高
山
植
物
が
咲
き
乱
れ
る
雲
上
の
別
世
界
ヘ

。

皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

営業期間

4月下旬-11月上旬

(今年は8月1日一11月3日となります。)

利用料金 (1泊2食)
大人 11，000円-(8月は12，000円-)
小学生 9，500円-(8月は10，500円-)
※幼児は別途料金となり ます。

※20名以上の団体は、 宿泊料(食事料を除く)が20%
引きとなります。

問合せ

富山県立山荘 TEL.FAX0764 (42) 3535 

URL砂h仕p:jjwww.pref.toyama.jp/sections/3009/tateyama.htm 
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